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Abstract: In this talk, we survey recent studies on the intersection of two Lagrangian

submanifolds in a homogeneous Kähler manifold. We discuss the antipodal structure of

the intersection of two real forms, which are totally geodesic Lagrangian submanifolds.

シンプレクティック多様体内の二つの Lagrange部分多様体が横断的に交わるときの交
叉については，Floer ホモロジーなどと関連して多くの研究がなされている．ある種の
Lagrange部分多様体 Lに対しては，Lとその Hamilton変形 ϕLの交点数#(L ∩ ϕL)を
Lの Z2 係数 Betti数の和によって下からの評価する Arnold-Givenral不等式が知られて
いる．これに関連し，Y.-G. OhはHermite対称空間M 内の Lagrange部分多様体 Lに対
して，タイト性の概念を導入した．これは，M の等長変換 gについて Lと gLが横断的
に交わるとき，その交点数#(L ∩ gL)が Lの Z2係数 Betti数の和と一致する，すなわち
Arnold-Givental不等式の等号が成立する，という性質である．
Kähler多様体において，対合的反正則等長変換の固定点集合の連結成分として与えら
れる全測地的 Lagrange部分多様体を実形と呼ぶ．田中-田崎はコンパクト型Hermite対称
空間の二つの実形の交叉を調べ，横断的な交叉は常に合同になり，対蹠集合という特殊な
構造を持つことを示した．これにより特に，コンパクト型Hermite対称空間の実形は大域
的タイトになることが分かる．ここで，対蹠集合とはコンパクト対称空間M の部分集合
Aで，各点 x ∈ Aにおける点対称 sxによってAのすべての点が固定されるものであり，
Chen-長野によって導入された概念である．田中-田崎の結果から，実形の Lagrange交叉
においては，等長変換で動かしたときの交叉が本質的な役割を果たしていることが分かる．
入江氏，田崎氏との共同研究において，コンパクト型Hermite対称空間内の実形の交叉の
対蹠性を利用し，（合同とは限らない）二つの実形の組の Floerホモロジーは実形として横
断的に交わっているときの交叉によって生成されることを示した．さらに，これから二つ
の実形に対して一般化されたArnold-Givental不等式を得ることができ，実形のHamilton

体積最小性問題へ応用することができる．
講演の後半では，より一般的な設定として，複素旗多様体内の実旗多様体の交叉につい
て解説する．連結コンパクト半単純 Lie群Gの随伴表現の軌道はG不変なKähler構造を
もち，複素旗多様体と呼ばれる．複素旗多様体M に対してはトーラス作用を用いて一般
化された対蹠集合を定義することができる．M の極大対蹠集合はGのWeyl群の軌道にな
り，特にすべての極大対蹠集合は互いに合同であることが示される．(G,K1), (G,K2)を
コンパクト型対称対とする．K1とK2の線形イソトロピー表現の軌道は共に複素旗多様
体に実形として埋め込まれ，実旗多様体と呼ばれる．複素旗多様体内において二つの実旗
多様体の交叉が横断的になるための条件は (G,K1,K2)から定まる対称三対を用いて記述
することができる．さらに，離散的であるとき交叉は対称三対から定まるあるWeyl群の
軌道となり，特に複素旗多様体の対蹠集合になる．これらの結果は入江博氏，井川治氏，
奥田隆幸氏，田崎博之氏との共同研究による．
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